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研究の全体概要 

循環型社会の形成に向け、廃棄物からの資源・エネルギー回収、廃棄物の最終処分量の削減及び廃棄

物の運搬・処理に係るエネルギー消費量の低減が必要不可欠である。分散型汚水処理施設である浄化

槽から排出された汚泥はバキューム車で汚泥処理施設に運搬されるが、今後、汚泥処理施設の統合・広

域化が進むと汚泥処理施設での処理に係るエネルギー効率が向上する反面、汚泥の収集・運搬に係る

コストやエネルギー消費量が増大することが懸念され、収集運搬及び汚泥処理の更なる高度化・効率

化が必要となる。この問題を解決する一手法として、浄化槽汚泥を発生現場で濃縮し、運搬量及び汚泥

処理量を 1/3～1/4に削減できる浄化槽汚泥濃縮車（以下、濃縮車）の導入が挙げられるが、濃縮車の

導入による汚泥の収集・運搬効率の向上やし尿処理施設での汚泥処理に及ぼす効果については知見が

不足しており、導入実績はきわめて少ない。また、濃縮汚泥の性状が汚泥処理やエネルギー回収の効率

に及ぼす影響に関する研究は不十分である。よって、濃縮車導入による効果的な省コスト・省エネ化の

達成のためには、以下の検討が求められる。 

 

①バキューム車及び濃縮車による収集・運搬の作業原単位の調査・解析及び GIS を活用した収集運搬

モデルの構築、汚泥搬出量及び汚泥性状と浄化槽使用条件の関係の解析、汚泥処理施設の方式、規

模、運転条件とエネルギー消費・CO2排出の関係の解明。 

②濃縮汚泥に適した資源化システムの開発と評価（コンポスト・バイオ炭としての活用、エネルギー回

収量・回収効率の評価等）。 

③濃縮車導入が汚泥の収集・運搬効率に及ぼす影響の評価及び収集・運搬・処理・資源化の一連の作業

を網羅的に評価し環境負荷を効果的に削減できる条件の導出。 

 

本研究の目的は、浄化槽汚泥の収集・運搬・処理・資源化に関する環境負荷の観点からの網羅的評価

により濃縮車の最適活用方法を提案し、地域循環共生圏の形成に貢献することにある。 
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